
全国的な人口減少は、今後１００年間で、１００年前（明治時代後半）の水準まで戻るとされ、これまでに類を見ない、極め
て急激な変化になります。
さらに、ライフスタイルや家族形態が多様化し、環境制約が高まるなど社会経済情勢が大きく変化する中で、住環境の改
善、居住ニーズと住宅ストックのミスマッチなどの様々な政策課題が出てきています。このような住生活を取り巻く状況
の変化に対応するため、佐世保市住生活基本計画の策定を行うものです。
本計画は、佐世保市総合計画を踏まえて、関連する政策分野との連携を図りながら、「住まい・まちづくり」を中心とした
切り口から住生活の質の向上に取り組む長期計画です。
市民、各種団体・協議会、住宅関連事業者、佐世保市など、多様な主体が協働しながら各々の役割を果たすことにより、住
まい・まちづくりを進めます。
※本計画は基本的な方向性を示す基本計画となります。

計画の基本理念と目標

これまでに築いてきた都市基盤を活かしながら、ひとを中心として、豊かで

魅力あふれる元気なまちを創造していく住まい・まちづくりを進めます。

佐世保市住生活基本計画≪基本理念≫

住みたい･住み続けたい佐世保市

【基本目標１】 誰もが安心して暮らせる住生活の実現
【基本目標２】 持続可能な住まい・住環境づくり
【基本目標３】 佐世保らしさを実感できる豊かな居住環境の形成
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１

佐世保市
住生活基本計画

市民

佐世保市の住生活の向上に貢献し、
質の高い住まいづくりを進め、
適切に維持管理していく

民間事業者

住民や地域のニーズに対応
し、地域特性を活かした住
まい・まちづくりを推進する

行政

他分野との連携を強化し、国や
県とも連携し、施策展開を行う

市民や 民間事業者に 情報提
供・技術支援・意識啓発を図る

連携・協力



・令和5年（7月現在）の管理戸数82住宅、436棟、管理戸数
5,332戸

・平成29年度末（現計画策定年度）から令和4年度末までに、管
理戸数が74戸減少し集約化が進んでいる。

・入居戸数は年々減少傾向（平成29年度末から令和4年度末ま
でに412世帯の減少）

・入居者年齢別では、約30％が70歳以上

・入居世帯の76.3％が少人数世帯

・建設年度では、約30％が昭和55年以前のもの（旧耐震設計）

・バリアフリー化は38.8％に留まっている。

〇 市営住宅の現状
■住環境に関する主な現状

・人口 約２４万人（R2国勢）

・６５歳以上の高齢者数 約７万８千人

・７５歳以上の後期高齢者数 約４万人

・総世帯数１０万４千世帯（平均の世帯人員２.３４人）

・世帯人員別世帯数では、少人数世帯 約６万世帯 （５７．７％）

※少人数世帯：１人～２人

・世帯数の推移では、２５年間で、単身世帯が１０％増加 （ライフ
スタイルの変化、子育て世帯の減少など）

〇 人口・世帯

・持ち家率は、子育て世帯 ６７％、ひとり親世帯 ６１％

（参考）本市の平均持ち家率６０.1%（全国平均６１.１%）

・公営住宅入居率は、子育て世帯 ７％、ひとり親世帯 １４％

（参考）全世帯 ８％

〇 子育て世帯の状況

・市内住宅の建設年数は、昭和５５年以前のものが ３２.４％と高
い（全国平均２４.５％、長崎市３０.４％）

・耐震化の進捗に遅れ （Ｒ２年耐震化率 全国９５％、佐世保市
９０％）

・空き家率１６.２％と高い（全国平均１３.６％）

・空き家発生の要因の一つ、世帯数と住宅総数の差が大きい（世
帯数約１０万４千世帯に対し住宅総数約１２万７千戸で、約２万3
千戸の差）※世帯数：R2国勢調査 住宅総数：H30住宅・土地統計調査

・利用目的のない「その他の空き家」が１万戸

〇 住宅・住環境

【満足度調査】

・住宅の広さ、間取りに関して、６８.７％が満足

・住宅周辺環境では、治安や犯罪の発生の低さや 敷地の広さ、
風通しのよさや地域コミュニティ との関わりなどの項目で、高
い満足度

・住宅の断熱性や住宅や周辺地域のバリアフリー 化や子供の遊
び場がないなど不満がみられる。

【必要と思う施策について】

・子育て世帯、高齢者世帯への住宅取得や賃貸に関する支援

・高齢者向け賃貸住宅の供給促進

・危険な空き家への行政指導の徹底 ・空き家の有効活用の促進
など

〇 市民意識調査
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【住生活を取り巻く全国的な課題】
●頻発・激甚化する自然災害による被害
●コミュニティの維持
●空き家の増加
●多様な住まいのニーズへの対応

佐世保市都市計画マスタープラン
佐世保市立地適正化計画
佐世保市老人福祉計画
佐世保市環境基本計画など

第７次佐世保市総合計画

整合
【住生活を取り巻く本市の重要課題】
●災害対策
●人口減少・少子高齢化
●空き家の増加（良好なストック不足）など

計画の位置付け

反映

【課題解決のための主な目標】
○安全な住宅・住宅地の形成
○高齢者等が安心して暮らせるコミュニティ形成
○空き家の管理・除却・利活用
○カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現

住生活基本計画（全国計画） 令和3年3月

長崎県住生活基本計画 令和4年6月

住宅政策の基本計画
佐世保市住生活基本計画 （令和６～１５年度）
【住宅政策の方向性を示す】

【住宅政策の実施計画など】
○佐世保市空家等対策計画 （令和６～１５年度）
○佐世保市営住宅長寿命化計画（令和６～１５年度）
○住宅性能に関する事業
○セーフティネット住宅
○斜面密集市街地対策 ・・・・ など

住生活基本法 （平成18年６月施行）

【目的】住生活の安定の確保及び向上の促進のため、基本理念を定め、基本的施
策、住生活基本計画その他の基本となる事項を定め、総合的かつ計画的に推進
し、国民生活の安定向上と社会福祉の増進、国民経済の健全な発展に寄与する。

踏まえる

踏まえる

踏まえる

踏まえる

即す

基本目標を達成するために、重点的な取り組みを進める４つの分野

１．人口減少・少子高齢化に対応する持続可能な住生活支援
・人口減少を見据えた、住宅需要と供給の安定化

・産み育てやすい住生活環境の支援：子育て世帯
・生涯にわたり暮らしやすい住環境：高齢者世帯

２．空家等の適切な維持管理の推進
・増え続ける空き家への対応：空き家の活用促進

・管理不全な空き家への対応：適切な行政指導

計画の策定ポイント
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踏まえる

反映

〇空家等対策の推進に関する特別措置法
〇公営住宅法
〇住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の

供給の促進に関する法律
〇マンションの管理の適正化の推進に関する

法律
〇その他各法令

踏まえる

３．良好な住宅ストックの形成と住宅性能の確保

・住宅性能の向上：バリアフリー化
耐震化の向上
省エネ性能など

・市営住宅の確保：集約と更新の推進（性能向上）

４．災害に強く安全に暮らせる住まいづくり・まちづくり
・防災面の向上：災害危険エリアが広く分布

３



施策体系

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
佐
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保
市

基本目標１

だれもが安心し
て暮らせる住生
活の実現

施策１ 民間賃貸住宅を活用した住まいの確保

施策２ 多様な民間住宅の供給等の促進
施策３ ライフスタイルに応じた適切な住情報の提供
施策４ 子育て世帯への支援【重点】

施策５ 住まいのトラブル対処への支援

１．人口減少・少子

高齢化に対応する
持続可能な住生活
支援

基本

理念
基本目標

目標に向けた

施策方針
基本施策

基本目標３

佐世保らしさを
実感できる豊か
な居住環境の形

成

基本目標２

持続可能な住ま
い・住環境づくり

施策６ 空家等の発生予防【重点】

施策７ 特定空家等及び管理不全な空き家等の適切な管理
施策８ 空家等の活用拡大【重点】
施策９ 空家等の対策に向けた推進体制の整備

施策10 住宅ストックの質を高めるリフォームの促進

施策1１ 長期間使用できる環境に配慮された住宅の普及啓発【重点】
施策12 住まいのバリアフリー化
施策13 住まいの防犯・防火対策の推進

施策14 分譲マンションの適切な維持管理・再生の円滑化
施策15 市営住宅の適切な提供【重点】

施策16 市営住宅の適切な整備と維持管理【重点】

施策17 良好な住環境の形成

施策18 利便性が高く住みやすいまちづくり
施策19 地域まちづくりの推進
施策20 災害に強い住まい・まちづくり【重点】

施策21 住まいを取り巻く課題への支援

３ ． 良 好 な 住 宅 ス

トッ ク の形成と 住
宅性能の確保

４．災害に強く安全

に暮らせる住まい
づくり・まちづくり

２．空家等の適切な

維持管理の推進

連動
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